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西日本区の皆様、今年度も各クラブや各部で活発な地域奉仕・環境事業活動をされ、多くの実施報告書をい

ただきましてありがとうございます。 

 

2 月１日号の地域奉仕・環境事業通信では以下について報告します。 

【TOF について、FF について】 

【各クラブの事業実施の報告】 

【2023－2024 年度 支援金の使用実績 2024 年 1 月 15 日現在事業実施分まで】 

【その他】 

 

 

1．【TOFについて、FFについて】 
  2 月は TOF と FF の強調月間となっています。 

 ご存じのように TOF は、2 月の例会の食事を抜いてその食事代金相当額を献金するもので、皆様からい

ただいた献金は西日本区から国際に送金されます。国際からは、YMCA から募集して国際協会が選定する

SDGs に関する発展途上国を主たる対象とする地域支援事業に用いられます。2023－2024 の TOF の支援対

象事業は事業通信の 2023 年 10 月 1 日号の記載しており、今回、理事通信にも概要を記載しております

ので御覧ください。（事業通信のバックナンバーは西日本区のホームページでご覧いただけます） 

 FF 献金は西日本区独自の献金です。これは、日本でも支援を必要とする子供たち向けの事業を行った

場合に、FF 資金での支援を行います。毎年、いくつかのプロジェクトを FF 資金で支援しております。 

CS 資金・FF 資金での過去 10 年分の支援実績は、2023 年 9 月 1 日号に記載しております。 

 地域奉仕・環境事業に係わる献金（CS 献金、FF 献金、TOF 献金、RBM 献金）は、ロースターに記載し

ていますように、当年度分の表彰対象としては 3 月 15 日を締切りとしております。毎年、多くのクラブ

が 100％献金目標を達成していただいています。ありがとうございます。本年度も、よろしくお願いしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．【各クラブの事業実施報告書より】 
  今回は、2023 年 12 月 16 日から 2024 年 1 月 15 日までに実施報告書をいただいた分のうち、12 月実施分を

中心に記載しております。11 月までの実施分は 3 月 1 日号に掲載予定です。 

 

  ①名古屋クラブ      愛美の会クリスマス（2023 年 12 月 16 日） 

  ②名古屋東海クラブ   クリスマスカードコンテスト（2023 年 11 月 19 日～12 月 25 日） 

  ③名古屋グランパスクラブ  クリスマスキャロル（2023 年 12 月 9 日） 

  ④近江八幡クラブ     ALL 近江八幡市民クリスマス（2023 年 12 月 2 日） 

  ⑤滋賀蒲生野クラブ   子ども食堂 むさっこクリスマス会（2023 年 12 月 23 日） 

⑥京都ウイングクラブ   リ・ブラン京都マリアの会のクリスマス会（2023 年 12 月 17 日） 

⑦京都プリンスクラブ   第 6 回ののさん応援チャリティーゴルフコンペ（2023 年 12 月 9 日） 

⑧宝塚クラブ        市民クリスマスみんなでつくる One Christimas（2023 年 12 月 22 日） 

⑨神戸ポートクラブ    クリスマス会（2023 年 12 月 15 日） 

⑩東広島クラブ      クリスマスリース寄贈（2023 年 12 月 2 日） 

⑪熊本ジェーンズクラブ 留学生支援茶話会（2023 年 12 月 8 日） 

 

 
①名古屋クラブ  愛美の会クリスマス（2023 年 12 月 16 日） 

 名古屋ワイズメンズクラブは、重度の身体・知的障がいのある方達の通所介護事業施設 NPO 法人「愛実

の会」でクリスマス会を行いました。2008 年からほぼ毎年行っている活動で、歌やゲーム・手料理やク

リスマスケーキの贈呈などをしていました。コロナ禍でのリモートやガラス越しでの開催を経て今年は 4

年ぶりの対面開催で、クリスマスソングを一緒に歌いクリスマスケーキを贈呈しました。 

名古屋クラブの通称ＹＹバンドが、簡単な手踊りも交えクリスマスソングを歌い最後に全員で「きよし

この夜」歌いました。暖かな気持ちになれたひと時でした。感謝！ 

       
   

 
②名古屋東海クラブ 第 47 回クリスマスカードコンテスト 協賛（2023 年 11 月 19 日から 12 月 25 日） 

実施日  審査会  2023 年 11 月 19 日（日）南山 YMCA 

       表彰式      12 月 17 日（日）南山 YMCA 

展示       12 月 19 日（火）～12月 25 日（月） 市民ギャラリー栄 

名古屋東海ワイズメンズクラブは、名古屋 YMCA が 48 年前から実施してきた（途中 1 年実施されない年 

がありました）クリスマスカードコンテストに協賛し、毎年東海ワイズメンズクラブ賞を贈り続けてきて

います。 

         
     

 

 

 

 

 



③名古屋グランパスクラブ ２０２３クリスマスキャロル inＪＲタワーズ（2023 年 12 月 9 日） 

   場所:名古屋 JR タワーズガーデン  

過去 20 数回の歴史が有り、３年間の開催中止により、開催を待ちわびているとの声がありました。当

日は、12 月とは思えないほどの暖かさの中、70 名弱の聖歌隊は、大人以外に、幼稚園児• 小学生• 日本

語学校の生徒の参加もあり、一緒にクリスマスソングを楽しんで披露しました。最後に聖歌隊とギャラリ

ーが一つとなり『きよしこのよる』を歌い、無事終えることができました。  

機材の搬入・設営・搬出撤去・ギャラリーへの歌詞配布に尽力いただいたワイズメンズクラブ、実行委

員各位に感謝するとともに、ワイズメンズクラブ西日本区のご支援に感謝致します。有難う御座いました。 

 

 

 

 

 

         

 

                          
 

④近江八幡クラブ 2023ALL 近江八幡市民クリスマス（2023 年 12 月 2 日） 

    ～家族が笑顔で集う”ふるさと・おうみはちまん”でメリークリスマス～ 

  場所：滋賀県立男女共同参画センター 大ホール 

コロナ禍から 4 年振りの市民クリスマスを、当クラブをはじめ共催の滋賀 YMCA、近江八幡市、教育

委員会、地元企業、商店、個人からの実行委員会形式で開催。予定より来場者は少なかったものの、250

名の入場者があり、地元児童合唱団、YMCA 音読クラブ、本格的で楽しい「Kaiji 日曜品楽器コンサート」

はたいへん盛り上がり、こどもたちや大人も笑顔のクリスマスのひと時でした。早くも来年への期待も

高まっています。ご支援を感謝致します。 

    

             
 

 
⑤滋賀蒲生野クラブ 子ども食堂「第 5 回記念 むさっこクリスマス会」（2023 年 12 月 23 日 10:00～） 

場所：近江八幡市武佐コミュニティセンター 

 

数年前から「むさっこ子ども食堂」に縁が出来、今年で ５回目のクリスマス会支援を行いました。

今年度は、COVID-19 の影響も無くなり、60 名を超える子供たちと支援者を合わせて 100 名の大規 

模なクリスマス会になりました。クリスマス会は、「絵本の読み聞かせ」から始まり、「みんなで歌

おう」と「サンタのクリスマスプレゼント」等を準備しました。 

今回 5 回記念として「絵本 10 冊」を贈呈しました。子供たちへのプレゼントは、「むさっこ」オリ 

ジナルのカレンダーとお菓子。カレンダーには、表紙に前年度の写真、ワイズメンズクラブのアピー 

ルも載せました。 

定着してきたクリスマス会。コミュニティセンターのスタッフのみならず、地元民生委員の方々・

市の社会福祉課の方々、保育実習の見学の方々、食事の用意の方々等、年々充実した顔ぶれの中、ワ

イズメンズクラブが全体に流れを仕切らせていただいています。今回は、地元ケーブルテレビ ZTV の

取材もあり、ワイズメンズクラブの名前も流れました。 

  

 

 



 

 

 

 

                           

 

 
⑥京都ウイングクラブ リ・ブラン京都中京 マリアの会クリスマス（2023 年 12 月 17 日） 

 場所：京都府立総合社会福祉会館ハートピア京都 

先月のバザーに続いて、リ・ブラン京都中京マリアの会の利用者の方や職員の皆様と理事の方々、総勢

65 名の方でクリスマス会を行いました。 

利用者の方の 10 年勤続表彰や、歌や、ダンス、ビンゴゲームをウイングメンバー(参加 8 名)が担当して 

利用者の方とのふれあいのひと時を過ごしました。 

            
 

⑦京都プリンスクラブ 第 6 回ののさん応援チャリティーゴルフコンペ（2023 年 12 月 9 日） 

 場所：大甲賀カントリークラブ 油日コース 

 京都市で子どもシェルター「はるの家」を運営する NPO 法人「ののさん」を支援するチャリティコンペを開催 

 当クラブのほか、京都、京都ウイング、京都ウエル、京都グローバル、京都エイブルの各クラブ、プリンス 

クラブ OB 及びゲスト、総勢 6 組 24 名の参加がありました。１２月とは思えない暖かさで、楽しくラウンド及 

び交流ができました。参加者からは、虐待されている子どもたちに、少しでもできることがあれば、という声 

が聞かれました。チャリティ額は 38,320 円で、次回 5 月のコンペのチャリティと、CS 事業の支援金５万円と 

合わせ、ののさんに贈呈する予定です。 

ののさんが運営する「はるの家」は、親からの虐待などで帰る家のない女子のための子どもシェルター 

で、場所は非公開となっております。子どもや施設への直接的な支援はできませんが、資金的な支援と、ゴ 

ルフコンペに参加された方々に、ののさんの活動を知っていただく機会として毎年実施しております。今期 

会長が児童相談所に勤務していた関係で支援を開始したものですが、今期は２回実施予定です。 

        
 

 

⑧宝塚クラブ 第 19 回 市民クリスマス「みんなでつくる One Christmas」（2023 年 12 月 22 日） 

場所：宝塚ベガ・ホール   

宝塚クラブが主催し、神戸YMCA・宝塚市等後援の市民クリスマスの第１９回目を開催しました。  

地域の音楽ボランテイア（弦楽アンサンブル・合唱団）の協力体制を作りながら、知的障がいをもつ子どもと 

保護者のベル・幼稚園児と保護者の合唱・大学生のフラダンスとの共演は、この時期にあってインクルーシブ 

なコンサートとして定着してきました。  

平日夜（12月22日金曜日18:30～20:45）の開催にもかかわらず、出演者・スタッフ130名、来場者250名計380 

名となりました。  

クリスマスが伝える重要なメッセージは「いのちの尊さ」。「いのちの歌」やワイズ100年記念Songbookに収録

の「鳥のように」（広島こどもミュージカルI PRAY挿入歌）を合唱用に編曲し、会衆参加による合唱を楽しみまし

た。 

コンサートのライブ映像をZOOMで流し福祉施設「はんしん自立の家」のレク活動をサポート。  

ロビーにて「パレスチナ緊急支援募金」を実施、総額117,203円を神戸YMCAを通じ日本YMCA同盟へ献金。 

動画「みんなでつくるOne Christmas2023」は1月下旬にYoutubeに掲載の予定。 



 

     

 

  
⑨神戸ポートクラブ  クリスマス会（2023 年 12 月 15 日） 

実施場所：特別養護老人ホームオリンピア、神戸 YMCA 三宮会館をオンラインで繋ぐ。 

神戸 YMCA の近くにある特別養護老人ホーム「オリンピア」とは、その施設の開設以来 28 年にわたって、 

クリスマス会を共に行っています。 

第１部は、ネット（ZOOM オンライン）で両会場を繋ぎ、礼拝を共にし、その後、神戸 YMCA 混成合唱団くさ 

ぶえの演奏（ビデオ動画）、神戸ポートクラブからは、影絵（動画）を画面を通してご覧いただく。そして互いの 

クリスマスをお祝いする気持ちを共にしています。   

神戸ポートクラブと DBC 東京むかでクラブとは、毎年このクリスマス例会で交流を行っており、今回、「プル

タブ集めて車椅子を送ろう」事業で、東京むかでクラブから車椅子の寄贈がありました。神戸ポートクラブが支

援している特養オリンピアへ、一台の車椅子が送られたことは、すてきなクリスマスプレゼントとなりました。 

 

    
 

 
⑩東広島クラブ  クリスマスリース寄贈（2023 年 12 月 2 日） 

     寄贈先：六方学園(障害児者入所支援施設、東広島市西条町田口)と東広島ＹＭＣＡ 

   クリスマスリースを作成して、地元の施設と東広島 Y に寄贈 

   制作を手伝った東広島 YMCA の児童には、リースのもみの木の端材でスワッグも作りお土産にする。 

参加者 : ワイズメンバー3 名と東広島 YMCA の児童・スタッフ 11 名 

             
 

 

⑪熊本ジェーンズクラブ 留学生支援茶話会（2023 年 12 月 8 日） 

      場所 熊本ＹＭＣＡ本館 405 教室 

参加者：留学生 17 人、ジェーンズクラブ 10 人、YMCA 学院・スタッフ及び担当主事で 3 人 



※その他、総主事ほか見学者多数 

ジェーンズクラブは、これまでもＹＭＣＡサービスに取り組み、留学生には奨学金贈呈などでサポートしてき 

ましたが、一部の対象者だけでなく、一人でも多くの留学生がより一層充実した学生生活が送れるよう、また、 

母国と違う社会生活に少しでも馴染めるよう、Y サ・ユース委員会と地域奉仕・環境委員会の共同で検討して

います。 

留学生への持続可能で効果的なサポートの取り掛かりとして、”face to face”で、お互いの顔の見える関係

づくりから始めたく、先ずはざっくばらんな茶話会を開催したもの。 

自己紹介タイムもあり、交流タイムでは軽食やお菓子を摘まみながら日本語での会話も弾み、お土産のお

米は大好評でした。 

  

                
 
 

3．【CS、FF 支援金の使用実績】 

  2023－2024 年度の支援金の使用は以下の通りです（2024 年 1 月 15 日現在事業実施済み分） 

   9 月実施  広島クラブ ホノルル発こどもミュージカル 「平和は翼に乗って」 

   11 月実施  京都部ワイズデー 

   12 月実施  京都グローバルクラブ グローバルサッカーアカデミー 

   12 月実施  近江八幡クラブ 市民クリスマス 

   12 月実施  名古屋グランパスクラブ  クリスマスキャロル  （以上は 1 月 1 日号に記載済み） 

   12 月実施  滋賀蒲生野クラブ むさっこクリスマス 

   12 月実施  米子クラブ 病院に子供文庫と本箱寄贈          （今回追加） 

 

 

４．【その他】 

   各クラブや各部からの事業実施報告書と、事業実施に際しての支援金申請、お待ちしています。 

また、ＳＤＧｓに関する卓話などの報告もお寄せください。 

   はやいもので、来月はもう 3 月です。西日本区大会での表彰の対象は、献金は 3 月 15 日締めです。事業に

ついてはロースターに記載されていますように、原則、3 月末までの実施事項としています。クラブから事業報

告書をいただいたものを対象としますので、事業を実施されたら早めに報告書をお送りください。 

 

 
 


